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ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
・

ド
ッ
ト
・
コ
ム
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
本
社
が
あ

り
ま
す
。
世
界
的
に
見
て
も
、
A
I
開
発
の
中
心

的
存
在
で
あ
る
こ
の
2
社
が
あ
り
、
研
究
開
発
を

し
て
い
る
こ
と
で
、
A
I
の
研
究
者
や
、
A
I
関

連
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
人
た
ち
を

シ
ア
ト
ル
に
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
の

暮
ら
し
や
す
さ
、
企
業
や
労
働
者
に
対
す
る
税
制

の
有
利
さ
な
ど
も
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　
I
T
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
か
ら
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
代
表
的
企

業
が
シ
ア
ト
ル
に
大
が
か
り
な
拠
点
を
設
け
て
、

A
I
開
発
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ア
ト
ル
は
全
米
の
中
で
見
れ
ば
ま
だ
小
さ
な

都
市
で
す
が
、
対
外
交
易
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
会
社
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
強
い
海
運
業
を
は
じ
め
、
農
業
、

小
売
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
メ
デ
ィ
カ
ル
、
ク
リ
ー

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
環
境
問
題
の
解
決
策
を
提
供

す
る
技
術
）、
な
ど
非
常
に
幅
広
い
産
業
が
あ
り

ま
す
。
小
売
業
の
コ
ス
ト
コ
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
パ
ッ
カ
ー
、
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
会
社
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
な
ど
世
界
的

企
業
の
本
社
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
が
ア
マ
ゾ
ン
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
と
組
ん
で
シ
ア
ト
ル
で
A
I
を
研

究
、
あ
る
い
は
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
や
は

り
、
企
業
同
士
の
距
離
が
近
い
と
い
う
地
の
利
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
結
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
お
い
て
初

め
て
A
I
を
使
う
の
が
シ
ア
ト
ル
の
企
業
、
と

い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
A
I
は
将
来
の

技
術
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、
シ
ア
ト
ル
で

は
も
う
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
試
験
的
に
導
入

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
一
方
で
シ
ア
ト
ル
に
は
、
米
国
で
も
最
大
規
模

ク
ラ
ス
の
研
究
開
発
体
制
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
組
み
を
持
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
が
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
多
く
の
研
究
開
発
費
を
集
め

る
力
が
あ
る
大
学
が
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
ワ

シ
ン
ト
ン
州
政
府
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
大
学

に
対
し
て
、
研
究
開
発
を
起
業
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
ほ

し
い
と
い
う
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
内
外
に
向
け
て

 「
A
I
開
発
の
中
心
地
」と
宣
言
す
る

　
シ
ア
ト
ル
に
は
A
I
開
発
の
リ
ー
ダ
ー
的
企

業
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
学
術
的
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
内
で

も
、
国
外
で
も
、
A
I
開
発
の
中
心
地
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
マ
ゾ
ン

や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業

だ
と
い
う
間
違
っ
た
認
識
を
持
っ
て
い
る
方
も
世

界
に
は
多
い
の
で
す（
笑
）。

　
そ
こ
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
政
府
と
し
て
は
、
も

う
少
し
知
名
度
を
上
げ
た
い
と
考
え
、「
A
I
開

発
の
中
心
地
と
し
て
の
シ
ア
ト
ル
」を
国
内
外
に

向
け
て
大
き
く
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
我
々
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ド

ゾ
ー
ン
を
設
置
す
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
て
、
州

の
商
務
局
は
2
年
に
1
回
、
特
定
ジ
ャ
ン
ル
の
ト

レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、

2
0
1
9
年
に「
A
I
開
発
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
」を
正
式
に
立

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
税
制
上
の
利
点
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
の
設
置
を
国
内
外
に

向
け
て
大
き
く
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
学

官
が
さ
ら
に
積
極
的
に
連
携
し
、
こ
の
仕
組
み
を

活
用
し
、
事
業
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
シ
ア
ト
ル
と
東
京
で
1
年
に
数
回
行
っ

て
い
る
A
I
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
ミ
ー

特 集「AIの首都」目指すシアトル

エリオット湾

シアトル中心部

ワシントン湖

ベルビュー

（Brian Bonlender）ワシントン州立大学卒業。農業、ライフサイエンス、
情報技術、航空宇宙、海運などさまざまな産業における立法・政策立案
に関わり、ワシントン州知事のジェイ・インスリー氏の立法・経済政策アド
バイザー、州下院議員などで活躍。2013年1月から現職。
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多くの企業や人が集まり、AI開発の中心地になりつつあるシアトル。
州政府は来年、新たなトレードゾーンをつくり、支援を強化する。

「中長期的視点に立った日本企業の投資は歓迎されるはず」と話す。

AI開発の中心地だと宣言
中長期的視点の投資を歓迎する

ブライアン・ボンレンダー ワシントン州政府商務長官 に聞く
I n terv iew01

シアトル中心部（左下）や近郊
のベルビュー（右下）などに多
数のAI関連企業が存在する

シアトル  近郊とAI企業
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特 集「AIの首都」目指すシアトル

│
│
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ラ
博
士
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
担
当
バ
イ
ス
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
で
あ
り
、大
学
発
の
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化

す
る
た
め
の
組
織「
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
」の
ト
ッ
プ
で
も
あ

り
ま
す
。こ
の
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ラ
　
コ
モ
ー
シ
ョ
ン（CoM
OTION

）

は
、
大
学
と
専
門
家
、
企
業
と
の
協
業
や
シ
ー
ド

段
階
＊
の
投
資
を
通
じ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

を
支
援
す
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
で
す
。

　
世
界
各
地
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
中
心
に
は
少
な
く
と
も
一
つ
、
研
究
機
関
や

大
学
が
あ
る
よ
う
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
が
シ
ア

ト
ル
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
の
多
く
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
結
び
付
け
て
、
人
材
の
育
成
や
ア
イ
デ
ア

の
事
業
化
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
開
発
さ
れ
た
技
術
の
製
品
化
を
主
な
目

的
に
し
た
部
門
と
し
て
創
設
さ
れ
、
過
去
10
年
間

で
1
0
0
社
を
超
え
る
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
5
年

に
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
再
出
発
し
、
17
年
か
ら

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
育
む
教
育
を
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
員

や
地
域
社
会
に
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
手
頃
な
料
金
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

（
共
有
オ
フ
ィ
ス
）を
用
意
し
て
お
り
、
現
在
は

学生のアイデアを企業や投資家と結び付ける独自の組織で
10年間に100以上の大学発スタートアップ企業を送り出している。
起業家のマインドセットを身に付けさせる教育が大切と語る。

エコシステムの“ハブ”となり
起業家のマインドセットを育む

ビクラム・ジャンディアラ博士 ワシントン大学コモーションエクゼクティブディレクター に聞く
I n terv iew02

（Vikram Jandhyala）1989年、インド工科大学卒業（科学技術学士）。米
イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校で修士号、博士号を取得。民間企業
を経て2000年、ワシントン大学電気工学部に。さまざまな研究で複数の博
士号を取得した後、06年には学生とともに、ベンチャー企業支援のための
シミュレーション会社を設立。電気工学部教授、学部長などを経て現職。
グローバル・イノベーション・エクスチェンジ（GIX）の共同CEOも務める。

Profile

写真／柚木裕司

ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト（
商
談
会
）が
一
つ
の
例
で

す
が
、
こ
う
い
っ
た
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を

増
や
し
た
り
、
A
I
関
連
企
業
が
自
分
た
ち
の
事

業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
り
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

日
本
企
業
と
の
提
携
に
期
待

　
シ
ア
ト
ル
は
日
本
に
最
も
近
い
米
国
の
都
市
で

す
。
昔
か
ら
、
主
に
海
運
で
日
本
と
の
結
び
付
き

は
強
く
、
A
I
開
発
の
分
野
で
も
、
日
本
企
業
の

参
加
に
は
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン

も
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
日
本
市
場
を
重
視
し
、
日

本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
大
き
く
育
て
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
A
I
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に

と
っ
て
参
考
に
す
べ
き
前
例
で
す
。

　
欧
州
や
中
国
か
ら
も
既
に
多
く
の
人
、
企
業
、

資
金
が
シ
ア
ト
ル
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
企
業
は
、
知
的
所
有
権
や
財
産

権
、
あ
る
い
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
買
い
取
っ
て
し
ま
っ

て
、
自
分
た
ち
で
自
由
に
使
お
う
と
い
う
企
業
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
企
業
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
米
国
企
業
と
戦
略
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
提
携
関

係
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
シ
ア
ト
ル
の
A
I
関
連
企
業
と
中

長
期
的
な
戦
略
的
提
携
関
係
の
も
と
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、
我
々

が
も
っ
と
も
歓
迎
す
る
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
日
本
企
業
に
対
し
て
は
、
一
緒
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た
い
と
い
う
非
常
に
大
き
な
期
待

を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
投
資
は「
ス
マ
ー
ト

マ
ネ
ー
」だ
と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。「
電
子
的
な
」

で
は
な
く「
上
品
な
」と
い
う
意
味
で
す
。
シ
ア

ト
ル
の
A
I
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
短
期
的

な
リ
タ
ー
ン
を
目
的
と
し
た
投
資
で
は
な
く
、
中

長
期
に
わ
た
っ
て
、
共
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
け

る
よ
う
な
投
資
を
提
供
す
る
日
本
企
業
を
歓
迎
す

る
と
思
い
ま
す
。

今年5月、東京で開催された商談会「AIテック・ミッション・ミートアップ」の様子。シアト
ルの魅力を説明するワシントン州商務局のマーク・カルフーン氏（左端）

＊1労災補償保険料指数：州ごとの労働災害補
償法で定められている、雇用者が負担する保
険料の、支払い賃金額に対する割合。大きい
ほど、企業にとって負担になる。

＊2平均固定資産税：米国の固定資産税は市町
村税と学校税から成るため、同じ州内でも地
域によって異なる。それを平均化したもの。

＊3事業税：ワシントン州は法人所得税の代わり
に事業税を採用している。

カリフォルニア州 ワシントン州

雇用保険
新規雇用者負担率 1.5-6.2% 0.13-5.72%
課税所得基準 7,000ドル 44,000ドル

労災補償保険料指数＊1 3.24% 1.97%
法人所得税 8.84% 0%
売上税 7.25% 6.5%
平均固定資産税（対所得％）＊2 2.84% 2.84%
事業税＊3 0% 0.13-3.3%
個人所得税 1.0-13.3% 0%

3.24%
カリフォルニア州 1-13.3%

カリフォルニア州

8.84%
カリフォルニア州

課税所得基準
7,000ドル

労災補償保険料指数

1.97%
ワシントン州 0%

ワシントン州

0%
ワシントン州

課税所得基準
44,000ドル

法人税個人所得税

ワシントン州とカリフォルニア州の税制の比較
シアトルのあるワシントン州と、シリコンバレーのあるカリフォルニア州を比べると、
ワシントン州の方が税制面で有利な点が多い
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ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ラ
　
企
業
の
数
や
投
資
額
で
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
な
ど
の
地
域
よ

り
少
し
規
模
が
小
さ
い
で
す
が
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、
ボ
ー
イ
ン
グ
と
い
っ
た
巨
大
企

業
が
強
い
牽
引
力
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
開
発
よ
り
も
、
B
2
B
や
一
般

消
費
者
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
中
で
も
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
バ
ッ
ク
エ

ン
ド
と
い
っ
た
分
野
に
強
い
で
す
。

│
│
学
生
に
、起
業
家
に
と
っ
て
必
要
な
資
質
を
ど

う
や
っ
て
身
に
付
け
さ
せ
る
の
で
す
か
。

ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ラ
　
起
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
へ
の
参
画
、
ア
イ
デ
ア
の
提
案
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
が
大
学
内
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
や
従
業
員

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

を
持
つ
よ
う
に
訓
練
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
を
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
技
術
、
文
化
、
倫
理
、
政
策
、
世
界
へ
の

影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
考
察
し
ま
す
。
二

つ
目
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
立
ち
上
げ
戦

略
の
共
有
。
会
社
設
立
、
交
渉
、
最
初
の
顧
客
獲

得
な
ど
実
際
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
中
心
で
す
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、
技
術
面
を
深
く
掘
り
下
げ

る
こ
と
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
ゲ
ノ
ミ
ク

ス（
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
研
究
）、
A
I
、
V
R
、
自

動
運
転
な
ど
が
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
技
術
者

で
な
く
て
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講
師
に
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
シ
ア
ト
ル
の
企

業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
あ
る
い
は
米
国
や

外
国
の
政
府
か
ら
も
含
め
て
最
適
な
人
材
を
招
聘

し
て
い
ま
す
。

　
大
学
内
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
育
成
す
る

そ
の
他
の
方
法
と
し
て
、
シ
ー
ド
資
金
を
提
供
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
7
年
間
で
投
資
先
と

し
て
選
ば
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
約
1
0
0
件
あ
り
ま

す
。
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
外
部
の
企
業
が

資
金
を
提
供
し
て
、
製
品
開
発
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
の
買
収
、
事
業
チ
ー
ム
単
位
で
の
採
用
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

│
│
企
業
な
ど
、外
部
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
具

体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ラ
　
例
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

の
教
員
・
教
授
・
学
生
な
ら
誰
で
も
ア
イ
デ
ア
を

提
出
で
き
る
ア
マ
ゾ
ン
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ア
マ

ゾ
ン
・
カ
タ
リ
ス
ト
」に
は
、
一
学
期
に
2
0
0

件
以
上
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
世
界
の

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
起
業
ア
イ
デ
ア
に
、
最

大
で
10
万
ド
ル
の
資
金
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　
ま
た
昨
年
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
は
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
と
中
国
の
清
華
大
学
と
共
に
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

（
G
I
X
）」と
い
う
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
ル
版
を
始
動
し
ま
し
た
。

G
I
X
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
と
す
る
大
学

院
で
あ
り
、
世
界
各
地
の
著
名
な
大
学
の
教
員
を

指
導
者
と
し
て
招
く
と
同
時
に
、
世
界
中
の
学
生

や
企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
が
こ
こ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
訓
練
や

教
育
を
受
け
ら
れ
る
新
し
い
支
援
モ
デ
ル
で
す
。

今
後
シ
ア
ト
ル
か
ら
巣
立
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
は
さ
ら
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
で
の
専
攻
が
何
で
あ
れ
、
誰
で
も
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
誰
で
も

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
I
や
自
動
化
、
仕
事
の
未
来
に
つ
い
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
議
論
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
転
職
の
仕
方
、
仕
事
の
つ

く
り
方
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
働
き
方
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
仕
事
の
や
り
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
起

業
家
に
は
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
失
敗
か

ら
学
び
、
他
人
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
。
そ
う

し
た
こ
と
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
以
上
に
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
内
や
外
部
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
約
25
社

に
提
供
し
、
P
C
・
ネ
ッ
ト
環
境
や
V
R（
仮
想

現
実
）設
備
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
起
業
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
ス

タ
デ
ィ
ー（
実
行
可
能
性
調
査
）か
ら
、
そ
の
ア

イ
デ
ア
が
社
会
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
成
長
す

る
ま
で
を
支
援
し
、
大
学
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

経
済
的
・
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
が
、
我
々
の
使
命
で
す
。

│
│
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

は
、米
国
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
、ど
の
よ
う
な
特
色

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

特 集「AIの首都」目指すシアトル

VRシステムのような高価な機器もコモーションが用意し、資金に限りのあるス
タートアップ企業が共有できるようにしている

「コモーションは起業を目指す学生、
教員、企業や投資家を結び付ける
“ハブ”の役割を果たし、大学発のア
イデアが社会に与えるインパクトを最
大化する」と語るジャンディアラ博士

コモーションビル内にある、コワーキングスペース。大学発
ベンチャーは起業から3年間、低料金で利用できる

9ページ＊シード段階：スタートアップ企業の資金調達のフェーズを、その事業の進展段階に
沿って分類したもの。サービスや製品がリリースされる前の段階の「シード」、サー
ビスや製品をリリースし、マーケティングを始めるフェーズの「シリーズA」、ビジネ
スモデルがある程度確立し、規模を拡大していく「シリーズB」、成長を加速させる
「シリーズC」がある。資金調達額に明確な定義はないが、事業が進展するほど大き
くなることが多い。

1926年に開館した、ワシン
トン大学スザロ図書館。歴
史あるキャンパスから多くの
起業家が生まれている
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